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（単位：千円）

予算額（繰越含） 当月執行額 執行累計額 執行率 執行残高 執行+支出負担 対予算比 Ａ期首 Ｂ当月 Ｃ＝Ｂ－Ａ 備考
8.水道事業収益 2,632,648 197,064 786,944 29.9% 1,845,704 Ａ．固定資産 44,943,525 44,972,312 28,787

1.営業収益 2,271,430 193,054 770,922 33.9% 1,500,509 *減価償却累計額 18,794,440 18,794,440
1.給水収益 2,243,160 192,579 768,683 34.3% 1,474,477 Ｂ．流動資産 3,292,328 3,601,039 308,710
2.受託工事収益 1.現金預金 2,594,861 2,952,009 357,148
3.その他営業収益 28,270 476 2,238 7.9% 26,032 2.未収金 576,010 214,046 △ 361,964

2.営業外収益 360,854 4,010 16,023 4.4% 344,831 3.貸倒引当金 △ 500 △ 500
3.特別利益 364 364 4.貯蔵品 33,572 31,254 △ 2,318

9.水道事業費用 2,543,341 77,735 277,509 10.9% 2,265,832 673,243 26.5% 5.前払費用・前払金 87,886 386,523 298,637 工事前払金等

1.営業費用 2,291,121 77,719 277,377 12.1% 2,013,744 673,111 29.4% 6.その他 17,207 17,207 仮払消費税

1.原水及び浄水費 483,842 30,535 100,954 20.9% 382,888 269,652 55.7% Ｄ．水道事業費用 261,863 261,863
2.配水費 291,465 22,880 79,607 27.3% 211,858 143,695 49.3% 1.営業費用 261,741 261,741
3.給水費 113,124 4,882 19,236 17.0% 93,888 34,496 30.5% 2.営業外費用
4.受託工事費 #DIV/0! #DIV/0! 3.特別損失 122 122
5.業務費 162,165 12,728 39,880 24.6% 122,285 148,287 91.4% １．借方合計=A+B+D 51,805,091 52,404,451 599,360
6.総係費 163,592 6,694 37,700 23.0% 125,892 76,980 47.1% Ｅ．固定負債 11,808,703 11,808,703
8.減価償却費 1,026,833 1,026,833 1.企業債 11,541,269 11,541,269
9.資産減耗費 50,100 50,100 2.引当金 267,434 267,434
10.その他営業費用 #DIV/0! #DIV/0! Ｆ．流動負債 1,060,868 926,202 △ 134,666

2.営業外費用 230,415 230,415 1.企業債 678,746 678,746 H29年度償還元金

3.特別損失 1,805 17 132 7.3% 1,673 132 7.3% 2.未払金 219,482 38,266 △ 181,216
4.予備費 20,000 20,000 3.前受金 148,062 148,040 △ 22

10.資本的収入（繰越含む） 1,820,621 842 5,467 0.3% 1,815,154 4.引当金 14,186 △ 14,186 ・賞与引当金・修繕引当金

1.企業債 1,069,400 1,069,400 5.資本的収入整理勘定
2.負担金・補償金 297,951 1,449 0.5% 296,502 6.その他 392 61,150 60,758
3.補助金 133,293 133,293 うち仮受消費税 58,385 58,385
4.出資金 309,555 309,555 Ｇ．繰延収益 9,746,416 9,751,585 5,169
5.加入金 10,422 842 4,018 38.5% 6,404 1.長期前受金 9,746,416 9,751,585 5,169
9.その他資本的収入 #DIV/0! ＊　〃  収益化累計額 3,569,237 3,569,237

11.資本的支出（繰越含む） 3,050,300 17,782 29,944 1.0% 3,020,356 912,277 29.9% Ｈ．資本金 10,178,427 10,178,427
1.建設改良費 2,368,052 17,782 29,944 1.3% 2,338,108 912,277 38.5% 1.自己資本金 10,178,427 10,178,427 ・固有、繰入（出資）、組入

1.取水施設整備費 827,307 827,307 501,660 60.6% 2.借入資本金 ＝企業債元金→負債勘定へ

2.導水施設整備費 17,820 17,820 Ｊ．剰余金 215,737 215,737
3.浄水施設整備費 190,018 190,018 14,494 7.6% 1.資本剰余金 22,900 22,900 ・非償却資産にかかるもの

4.送水施設整備費 122,713 122,713 78,840 64.2% 2.利益剰余金 192,837 192,837
5.配給水施設整備費 1,205,334 17,782 29,944 2.5% 1,175,390 317,284 26.3% Ｋ．水道事業収益 728,857 728,857
6.消防設備整備費 4,860 4,860 1.営業収益 713,982 713,982

2.企業債償還金 682,248 682,248 2.営業外収益 14,875 14,875

12.たな卸し資産購入限度額 47,324 2,147 5,453 11.5% 41,871 5,453 11.5% 3.特別利益
①有収水量 7,914,100 677,239 2,690,778 34.0% 5,223,322 ２．貸方合計=E+F+G+J+K 51,805,091 52,404,451 599,360
②供給単価 283.44 284.36 285.67 100.8% △ 2.23
③給水原価 321.14 114.76 103.08 32.1% 218.06 ａ．供給単価（円､銭） 264.92 ＝給水収益÷有収水量

人件費 236,921 13,530 70,821 29.9% 166,100 ｂ．給水原価（円､銭） 原価算入額は受託工事収益、材料売却原価、特別損失を除く

1.収益的収支 196,637 11,003 56,419 28.7% 140,218 ①実数値 93.70 ＝原価算入額÷有収水量 当月予算

1.職員給与費 195,857 10,945 56,151 28.7% 139,706 ②シミュレーション 249.80 原価算入額に減価償却費の「経過月数/12」を加えたもの

2.特別職（報酬、賃金等） 780 59 268 34.3% 512 ｃ．施設利用率 76.32%
2.資本的収支 40,284 2,526 14,402 35.8% 25,882 ｄ．有収率 84.78% ＝有収水量÷配水量

＊職員給与費 236,141 13,471 70,553 29.9% 165,588 ｅ．流動比率 388.74%
職員給与費対給水収益 ｆ．現金預金比率 318.72%

1.損益勘定職員 8.7% 5.7% 7.3% ＊供給単価、給水原価は損益ベースであること
2.全職員 10.5% 7.0% 9.2%

平成２９年 ７ 月期経営状況概要

＝現金預金÷流動負債

項目 合計残高試算表

予
算
執
行
状
況

償却資産に係る財源のうち、
補助金、補償金・負担金・受
贈財産等

＝流動資産÷流動負債

＝一日平均配水量÷施設能力



平成２９年 ７ 月期 業務実績報告書（水道管理課） 

一 般 事 項 特 記 事 項 
1 料金調定関係 

項    目 
単
位 

A 当 月 期 B 当年度累計 C 計画累計 D 前年度同月累計 E 対計画比較 F 対前年比較

 1 調定件数 件 30,592 122,687 123,500 122,958 △813 △271

 2 調定水量  672,987 2,673,774 2,630,000 2,655,982 43,774 17,792

3 調定料金（税抜） 円 178,313,727 711,743,611 696,000,000 709,479,830 15,743,611 2,263,781 

4 口振加入件数 件 25,234 101,204 - 101,942 - △738 

２ 給水業務関係

項    目 単 位 A 当 月 期 B 当年度累計 C 前年度同月累計 D 対前年比較(B-C) 

5 給水人口 人 81,728 - 81,723 5

6 給水件数 件 30,417 - 30,566 △ 149

7 開栓処理件数 件 221 1,322 1,344 △ 22

8 閉栓処理件数  件 224 1,149 1,109 40

9 給水工事設計審査 件 69 217 256 △ 39

10 給水工事竣工検査 件 51 278 366 △88

11 経年メーター交換 件 416 1,245 1,939 △694

12 メーター口径変更 件 4 12 19 △7

13 月末停止件数  件 3 7 4 3

３ 料金徴収関係 
項    目 Ａ当月末未収額 Ｂ収納率 Ｃ前年同期未収額 Ｄ収納率 

14 当年度分 203,552,317 円 73.52 ％ 195,928,523 円 74.44 ％ 

15 過年度分 5,600,115 円 97.01 ％ 5,749,255 円 97.03 ％ 

16 全  体(計)   209,152,432 円 - 201,677,778 円 - 

４ 給水装置工事指定業者（増減無し）

迫町 登米町 中田町 豊里町 米山町 南方町 津山町 東和町 石越町 市内計 市外計 合計 

 18 8 16 12 13 9 8 14 7 105 122 227

５ 入札・契約                                   （左：累計 右：当月）

項目 
累計（落札件数/入札

件数） 
工事請負 設計業務 業務委託 物品購入 その他 

 入札件数 10/10 43/43 4/4 15/15 4/4 11/11 2/2 5/5 0/0 12/12 0/0 0/0

契約 
締結 

一般 1 3 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0

指名 6 32 2 9 4 11 0 1 0 11 0 0

随契 3 8 1 3 0 0 2 4 0 1 0 0

合計 10 43 4 15 4 11 2 5 0 12 0 0

※入札中止 当月 ０件：累計０件／入札不調 当月 ０件：累計 ０／入札取消 当月 0 件：累計 0 件／未契約 ０件 
６ 竣工等検査 

検査種類 累 計 当月件数 内          容 

竣工検査 ３ ３ 工事 

中 間検査 ２ １ 工事 

合  計 ５ ４  

７ 主な行事・会議 

会   議   名 日  時 内         容 

部長等連絡調整会議 １１日 ７月 事業打合せ等 

事業調整会議 １２日 第４回 部長等連絡調整会議復命、日程調整 

安全衛生委員会 １２日 第４回 行事計画、日程調整等 

水道事業連絡会議 １２日 第４回 業務報告、日程確認、業務打合せ等 

水道ブースター会議 １４日 ７月期 企業債について 

給水拠点設置訓練 １９日 ７月期 中田総合支所 

経営分析会議 ２１日 ６月期 各種経営分析等 

例月出納検査 ２５日 ６月分 例月出納現金検査 

指名委員会 ４・２１日 第９回・第１０回 

入札会 ４・１９日 ４件・６件 

緊急メールの発出 -日 漏水９、訓練１、水質４、取水１、破損３ 

１．７月期の経営状況 

(1)  予算執行状況等について 

ア 収益的収支 

当期の給水収益は192,579千円（税込）で、前月期に比べて656千円の増で、予算執行率（累計）は

34.3％（前年度33.7％）、対前年同月比では7,567千円の増となっています。営業収益は手数料収益476千

円を含む193,054千円、営業外収益は事務手数料3,758千円を含む4,010千円となりました。 

当期の営業費用は77,719千円を執行し、累計額は277,377千円、予算執行率（累計）は12.1％（前年度

11.5％）となりました。特別損失では放射性物質検査料17千円を執行しました。 

イ 資本的収支 

当期の収入は、加入金842千円を執行し、執行率（累計）は0.3％（前年度9.1％）でした。 

支出は、配給水施設整備費に17,782千円を執行し、累計では29,944千円となりなりました。執行率（累

計）は1.5％(前年度0.5％)でした。 

ウ たな卸し資産購入限度額 

    当期は、薬品に2,147千円を執行しました。 

２．今月の出来事 
(1) 北上川源流見学会を開催 

(2) 総務企画常任委員会で現地視察 

 (3) 登米市議会定例会６月定期議会 

(4) 登米市水道事業優良工事施工業者等表彰式 

(5) 第２回資金管理運用委員会を開催 

 第59回水道週間行事として７月28日（金）に北上川源流見学会を開催しました。今回は定員を上回る77名の

応募があり抽選で参加者を決定させていただきました。当日は39名が参加し、北上川の源流「弓弭（ゆはず）

の泉」と「旧松尾鉱山新中和施設」や「松尾鉱山資料館」等の見学を行いました。北上川についてのお話や中

和処理施設の必要性についての講話を聴き、登米市の水道と北上川のかかわりを学んでいただきました。 

中和処理施設の見学

受賞者の皆さん

 ７月26日（水）に登米市水道事業優良工事施工業者等表彰式を市長部局との

合同で開催しました。昨年度、水道事業所が発注した工事で優良な成績を収め

た３社と、その現場の技術者を表彰しました。また、受賞者を代表して㈱菅慶

の代表取締役から、あいさつをいただきました。 

 ７月４日（木）に総務企画常任委員会の現地視察が行われました。工事の進

捗状況や事業内容の説明後、取水塔から順に水処理の流れに沿って移動しなが

ら設備の説明を行いました。 

委員の皆さんは職員の説明に熱心に耳を傾けられていました。 

 平成29年登米市議会定例会６月定期議会が６月８日（木）から７月５日（水）までの日程で開催され、水

道事業所では７月３日（月）の議会において繰越計算書に係る報告２件を行いました。内容は、水道３号線

等に係る予算197,359千円の繰越と、下り松ポンプ場場内整備並びに新田配水池送水管舗装復旧に係る継続

費119,754千円の繰越について報告したものです。

 ７月12日（水）に第２回資金管理運用委員会を開催しました。７月19日に満期を迎える２億円（みやぎ登

米農協）と８月29日に満期を迎える３億円（七十七銀行）の定期預金の運用について協議を行い、それぞれ

継続し、１年間の定期預金として預け入れを行うこととしました。 

下り松ポンプ場視察の様子

弓弭の泉にて 松尾鉱山資料館の見学



平成２９年 ７月期 業務実績報告書 （ 水道施設課 ） 

一   般   事   項           特   記   事   項

経営分析の状況  

◎配水量の状況 (単位： )

項   目 
A 

当月実績 

B 

実績累計 

C 

計画累計 

D 

前年累計 

E 比 較 

対計画 B-C 対前年度 B-D 

総取水量 866,248 3,374,848 3,267,080 3,344,138 107,768 30,710 

総配水量 815,123 3,173,963 3,092,190 3,204,076 81,773 -30,113 

１ 有効水量 724,899 2,882,834 2,846,700 2,864,521 36,134 18,313 

（１）有収水量 677,239 2,690,778 2,646,800 2,672,977 43,978 17,801 

（２）無収水量 47,660 192,056 199,900 191,544 -7,844 512 

２ 無効水量 90,224 291,129 245,490 339,555 45,639 -48,426 

（１）漏水量 89,974 290,289 243,000 338,578 47,289 -48,289 

（２）その他無効水量 42 170 90 161 80 9 

３ 有収率 83.08% 84.78% 85.6% 83.42% -0.82 1.36 

※当月期の最大配水量は、１４日（金）に記録した【２８，００４ｍ3】です。 

◎主要な建設改良事業の状況 (単位：件・千円) 

主要な建設改良事業等の状況 
 予 算 額 （Ａ） 施工中額 （Ｂ） 竣 工 額 （Ｃ） 残額（Ｄ）＝Ａ－（Ｂ＋Ｃ）

件数 金   額 件数 金   額 件数 金   額 金   額 率％ 

ア 取水施設整備事業  4 732,256 3 406,609 0 0 325,647 55.5% 

イ 導水施設整備事業 1 17,820 0 0 0 0 17,820 0.0% 

ウ 浄水施設整備事業  14   190,018 4 14,494 0 0 175,524 7.6% 

エ 送水管整備事業 1 98,010 1 56,430 0 0 41,580 57.6% 

オ 配給水施設整備事業 54 1,007,975 17 110,987 6 29,944 867,044 14.0% 

  ＊注 1  件数及び金額は工事+委託(事務費・人権費含む)の合計です。 

◎毎日検査  ※おいしい水の目安 遊離残留塩素０．４mg/L 以下

保呂羽浄水場 

Ｆ１遊離残留塩素 

保呂羽浄水場水系 

（測定戸数：７） 

東和町水系 

（測定戸数：９） 

石越町水系 

（測定戸数：１） 

大萱沢浄水場水系 

（測定戸数：２） 

平 均 0.84 0.32 0.40 0.60 0.48 

最 低 0.78 0.10 0.10 0.54 0.25 

最 高 0.91 0.60 0.70 0.60 0.59 

◎登米水道の放射性物質測定結果  

採取地点 採取年月日 
核種濃度（Bｑ/Kg） 

採取地点 採取年月日 
核種濃度（Bｑ/Kg） 

セシウム 134 セシウム 137 セシウム 134 セシウム 137 

保呂羽浄水場 H29.7.19 ＜0.7 ＜0.8 米谷水系浄水場 ― ― ― 

石越浄水場 H29.7.18 ＜0.8 ＜0.8 楼台水系浄水場 ― ― ― 

大萱沢浄水場 H29.7.19 ＜0.8 ＜0.6 合の木浄水場 ― ― ― 

米川水系浄水場 ― ― ― 大綱木浄水場 ― ― ― 

錦織水系浄水場 H29.7.19 ＜0.7 ＜0.8 ― ― ― ― 

１ 安全体感教育に参加 

２ 第１回 田瀬ダム水質連絡協議会に出席 

３ 北方配水池において緊急時対応訓練を実施

４ 平成２９年７月の漏水調査結果について 

５ 地震発生状況 

７月１１日（火）に第１回 田瀬ダム水質連絡協議会が開催され２名が出席しました。

 この協議会は、田瀬ダムの貯水池において平成１１年頃から夏季にかけてアオコが発生し、また平成２６年に

はカビ臭が発生するなど、湖面利用や景観、上下流の安全な水利用等の障害になることが懸念されるため、水質

保全対策手法及び監視体制を検討する田瀬ダム水質検討会の提言を踏まえ、関係機関による情報共有及び流域水

環境保全対策の推進を図り、流域一体での継続的な水環境の保全・改善に資することを目的として開催されたも

のです。会議では、規約及び連絡体制の確認、今年度の観測計画等を協議検討しました。

施設 件数 漏水量( /h) 

配水管 １８ ２７．４８ 

付属施設 ０ ０ 

給水管 １９ １４．８６６ 

計 ３７ ４２．３４６ 

平成２７年５月１３日以来、登米市内における震度４以上の地

震は発生しておりません。

７月末の漏水調査の結果３７件４２．３４６ ／ｈ(累計)の漏水

を発見しています。計画有収率８５.７％を目標に調査を実施しま

す。

漏

水

調

査

結

果

７月５日（水）に保呂羽浄水場において行われた安全体感教育に参加しました。 

これは、浄水施設等管理運転業務を受託している明電舎が実施したもので、経験不足の若い作業員やベテラン

作業員の慣れに起因する労働災害が増加している中、従来の座学による安全教育に更なる効果を求めて、安全体

感装置を利用し、作業員が「見て」「触って」「体感」することによって気づきを促し、心に記憶させる安全教育

です。 

今回、安全体感装置での感電体感や回転体巻き込まれ体感等、身近に起こりうる災害と、疑似体感が難しい墜

落、転落、火傷等の災害について、バ－チャルリアリティ（仮想現実）体感装置を利用して体感しました。 

模擬的ではありましたが、各種体感したことを忘れず日々の仕事に生かし改めて安全な職場を作って行くこと

を認識しました。 

 ７月２７日（木）に北方配水池において緊急時対応訓練を実施しました。

これは、浄水施設等管理運転業務委託仕様書に基づく訓練の一貫として、

受託している明電舎・アイ・ケ－・エス共同企業体が実施したもので、緊

急遮断弁の復帰操作についてその手順を再確認しました。 

 緊急遮断弁は配水池からの幹線配水管の破損等による水の流出を防ぎ、

非常用の水を確保するとともに、流出した水による二次災害を防止し地震

災害に備えることを目的としています。 

今後も訓練を重ね、災害に備えます。


